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二尊院蔵十王図中「太山王図」再考 

 

馬 氷 

 

1．はじめに 

 十王信仰は、地獄で十尊の王が死後の人を審判するという信仰である。仏教が中国に伝

来し、中国土着の道教と融合していく過程で、唐末五代頃に『閻羅王授記四衆逆修生七往

生浄土経』（以下『預修十王経』と略す）が創作された。 

 日本においては平安末期に地蔵信仰を基盤に広く浸透したと言われ、十二世紀後半〜十

三世紀前半に『預修十王経』に基づき『地蔵菩薩発心因縁十王経』（以下『地蔵十王経』

と略す）が成立した。十王は七日ごとに審判を行うが、それぞれ七日目に秦広王、十四日

目に初江王、二十一日目に宋帝王、二十八日目に五官王、三十五日目に閻魔王、四十二日

目に変成王、四十九日目に太（泰）山王 1、百日目に平等王、一周忌に都市王、三回忌に

五道転輪王が裁くことになっている。十王を描く十王図は中国寧波地域で製作されたもの

が、鎌倉時代以降、日本に請来され、日本の十王図の原型となったと言われている。 

 日本では中世に数多くの十王図が製作された。それらは中国の宋元十王図から大きな影

響を受けているため、ほとんどの十王図において十王は、いずれも唐風の道服を身につけ、

髭を蓄えて冠を被っており、それはあたかも中国王侯のような姿として描かれる。 

 ただし、その中にも例外と言えるものがある。それが本稿の研究対象である二尊院蔵十

王図（図 1）中の太山王図である。そこには、剣をかざし甲冑をつけた武将姿の太山王が

描かれ、太山王の横には二基の鳥居が、そして鳥居の外には湧雲に乗っている女性の姿が

描かれているのである。このような構図の太山王図は京都二尊院本と京都浄福寺本（図 2）

のみに見られるものである。 

 二尊院蔵十王図 2は 15世紀の室町時代藤原行光の作品だと思われ、浄福寺蔵十王図は延

徳元〜二年（1489〜90）二尊院の善空が後土御門天皇の逆修のために、土佐光信に謄写さ

せて製作したものだという 3。浄福寺蔵十王図が二尊院蔵十王図を踏襲したものであるこ

とについては、先行研究 4ですでに証明されている。そこでは「行光は宋元の十王図の様々

な図様を参酌し、宮廷用の逆修や追修仏事に使用される和様の十王図を創成することに腐

心していることがわかるが、光信はこれをほぼ忠実に写しており、絵巻作品などとは描法

と異にする、緻密な絵画技法が見て取れる。」5とされており、実際に両本の十王図は図様

や寸法などが酷似している。本稿ではこうした先行研究と同様の立場を取るが、二尊院蔵

十王図の製作年代の方が早いため、基本的には京都二尊院蔵十王図を対象にして論述する。 

 梶谷亮治（1974）6は初期諸本の十王図について図像学的系譜を作成し、それぞれ今津誓

願寺本十王図、京都二尊院本十王図、京都禅林寺本十王図を代表例とする三つのグループ

に分類した。京都二尊院本十王図の系譜に属する作例としては、大和文華館本や浄福本が

あげられる。この京都二尊院本十王図における十王のモチーフには、種々の十王図を参照

しながらも、そこに新しい構図や要素が見られるということは、諸先学 7によって夙に指

摘されてきたことである。そのうちの太山王図に関しては、次のような指摘がある。「二

尊院本にはいくつか和風の景物も描かれる。七七日幅の鳥居はそうであり、女性の亡者も

日本の貴族の姿をしている。また別に注意すべきことに、机前面を被う布上の唐草文の脱

落、曲彔背に和風文様の描入などがあげられる。」8という指摘である。鷹巣（1997）9は、

浄福本寺本太山王図に描かれている昇天する女性、鳥居、下部に描かれた畜生道に落ちる

亡者、そして太山王の甲冑姿が描かれた原因として、審判の最終決定者が中国において甲

冑姿を特徴とした五道転輪王が太山王に転移したものであり、それは太山王が変質したも

のだと位置づけている。そして、それは『預修十王経』をはじめとするテキストと太山王

図の構図が共通しているが故の発想だという指摘をしているのである。 

 先行研究で縷々指摘されてきたように、二尊院蔵太山王図には他の十王図や太山王図に
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　一方、地獄草紙であろうが、十王図、六道絵であろうが、そこに描かれ、強調されるのは、
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　中国敦煌の十王経図巻（図 4）には甲冑をつけている第十王の五道転輪王が見られる。そ
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　前述したように、二尊院蔵十王図は宮廷用の逆修や追修仏事に使用されたものだった。も
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7 前傾梶谷（1974）、中野照男編（1992）『日本の美術 閻魔・十王像』、高岸輝（2000）

「初期土佐派を中心とする南北朝・室町前期やまと絵の研究」。

10 同前注釈。
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28 前掲 15、p.124。



－ 127 －

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻

 10 

                                                                                                                                

1   2    
 No.313 No.377  

 

 :  
                       

4
 No.313 No.377




